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令和3年 第１回 技術講習会

土砂災害における緊急対応と安全管理

令和３年１０月５日（火）

奥山ボーリング株式会社 荻田 茂

技術士（建設部門）

主催：NPO法人 秋田道路維持支援センター

自然災害による被害では、責任の所在が解明されない場合がある。

一方、土砂災害などの自然災害における緊急・恒久対応時の被害は、責

任の所在究明がなされる。

対応時に被害を起こさない安全管理

講習の流れ

1．土砂災害とは －災害の性状を知る－

2．緊急対応等における安全管理の例

3．まとめ

講習の目的
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1．土砂災害とは？

・急傾斜地の崩壊
（傾斜度が30°以上である土地が崩壊する自然現象）

・土石流
（山腹が崩壊して生じた土石流又は渓流の土石等が水と一体となって流下する自然現象）

・地滑り（地すべり）
（土地の一部が地下水等に起因して滑る自然現象）

土砂災害防止法 定義 第二条より引用
（地すべり）は地すべり等防止法における名称

問題1
この現象は、地すべりか？ 崩壊か？
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問題2

長さ 46m

幅20m

この現象は、地すべりか？ 崩壊か？

擁壁に亀裂の発生した範囲。

地すべりか？ 崩壊か？見極めの目安（私見）

崩壊対策

地すべり対策

背面が緩い
排土可能

背面が急勾配
斜面変形量小
排土不可能
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（国立研究開発法人）防災科学技術研究所HP 地すべり地形分布図
※2014年からJ-SHIS（地震ハザードステーション）で地すべり地形の閲覧可能

● 地すべり地形

地すべりと地形分布図
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至横手

銀河トンネル

至由利本荘市

石沢川 被災箇所

市道山内畑村線

市道山内畑村線

2．緊急対応等における安全管理の例
平成18年(2006年)発生 秋田県由利本荘市 市道山内畑村線

平成18年12月30日発生

幅70ｍ、長さ105ｍ

2次すべり発生後平成19年2月22日発生（河道閉塞）
幅85ｍ、長さ205ｍ
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石沢川

地すべりと湛水の状況

河川水流下状況
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緊急対応実施状況

地盤伸縮計概念図

地盤伸縮計設置状況

警報器設置状況

安全管理用機器
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警戒、避難管理基準値例

注意体制：地すべりが変動し始めたり、定常状態から逸脱しそうになったとき
→観測の頻度を上げたり、計器の数を増やして地すべり挙動監視を強化

警戒態勢：地すべりの移動速度が増加し、崩壊が発生する可能性が高くなったとき
→専門家による観測データの吟味を厳密に実施し、危険度判定を行う。

避難体制：地すべりの移動速度が大きくなり、地すべり崩壊が予測されるとき
→住民の避難、地すべり地内への立ち入り禁止、道路の通行止めの対応

要注意 警戒 避難 立入り禁止

基準値 1日1mm以上 1日10mm以上
時間2mm以上を2時間継続
または、1時間4mm以上

1時間10mmを概ねの目安とし
専門家の意見により判断する

伸縮計等による地すべり警戒・避難基準（案）

秋田県建設交通部 建設交通部設計マニュアル（地すべり編） 平成15年4月 資料-4より引用

法面施工中に発生した崩壊

法面工竣工写真
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平成26年(2014年)発生 秋田県由利本荘市 市道吉沢東由利線

平成26年3月31日発生

幅35ｍ、長さ110ｍ

地すべり頭部の湧水状況
地すべり頭部に貯留する地下水

地すべり地内の湧水状況
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地盤伸縮計設置状況

警報器設置状況

地盤伸縮計設置状況

安全管理用機器

地すべりにより変状したモノレール

地すべりにより流出したボーリング関連機材

ボーリング関連機材掘り出し作業中

地すべり滑動による資機材の被害状況
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1

2

1
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平成29年(2017年)発生 秋田県由利本荘市 笹子地区

地すべり概況
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トレンチ掘削状況(2017年4月25日撮影)

トレンチ底面に厚さ2～6cmの氷が見られる。氷の下位には黒色の旧地盤面が見られる。湧水
マーク部分には氷が見られない。地下水によって氷が溶解したと考える。

氷の分布範囲

最大高さ2.5mのトレンチを掘削。
トレンチ底面に見える黒い部分が旧地盤面。褐色の

部分が移動土塊。

は氷に接していた部分をひっくり返し
たところである。滑面などが認められない。

トレンチ掘削から1日が経過した4/26の状況。
斜面中に亀裂が認められる。

試掘による地盤変形の確認状況

地すべり末端部の掘削状況
人家に作用する土圧の解消
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移動土塊の下層に見られる積雪

想定される地すべり範囲

大型土のう設置

岩見杉沢川
農業用水路

至 岩見

幅200m

頭首工

片側交互通行
終点側信号機
警報システム

変状が発生した
道路補修区間

終点側信号機
警報システム

平成30年(2018年)発生 秋田県秋田市 市道仙翁台線
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亀裂は地すべり中央部を流れる沢を横断し連続する

地すべり頭部の亀裂状況

地すべり末端部の市道の隆起状況
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安全管理用機器

安全管理用機器
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安全管理用機器

崩ヶ沢地すべり
(2018年10月3日発生)

一級河川 笹子川

平成30年(2018年)発生 秋田県由利本荘市 崩ヶ沢地区
（復旧事業には秋田県由利地域振興局 建設部、農林部、由利本荘市対応）

普通河川 二又沢川
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地すべり頭部滑落崖

地すべり末端部の隆起状況

33

34



2021/9/25

18

①

②

③

沢

写真撮影位置図
③

地すべり地内状況

①

②

水平変位量13m，鉛直変位量2ｍ程隆起する。

地すべり地内状況

①

②

沢

①

②
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10/3撮影

9/14撮影

①

②

沢

地すべり地内状況

①

②

被災直後(開削工施工前)

開削工 旧河川

開削工施工後

閉塞した河川の復旧状況
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閉塞した河川の復旧状況

安全管理用機器

39

40



2021/9/25

21

令和3年(2021年)発生 秋田県大館市 陣場地区
（地すべり調査は大館市にて対応）

安全管理用機器
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安全管理用機器

まとめ（対策工を施工する側からの見方）

1．地すべりか？崩壊か？

移動土塊を残すのなら地すべり対策、移動土塊を全て撤去できるなら
崩壊対策。

2．土砂災害における緊急・恒久対応は、

地すべり対策か、崩壊対策か、性状を理解のうえ行う。

（特に道路災害復旧工事という件名では、性状の理解が必須）

3．土砂災害における対策などの対応における留意点

緊急・恒久対応にかかわらず、移動土塊の移動量（長さ）計測、警報
器の設置、監視人の配置などの安全管理が必須
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ご清聴ありがとうございました
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